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1．はじめに 
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筑後川下流域は、国内最大の干満差を有する有明海の影響を受け 23ｋｍに及ぶ長い感潮区間を有している。
筑後川下流域の感潮区間では近年の海面上昇や上流域における取水形態の影響を受け、塩分濃度に長期的な

変化が現れエツ・アリアケヒメシラウオ等の貴重種を含む生態系への影響が懸念されている。著者らはこれ

まで、筑後川流域の総合的水管理を最終目標として、水質モデルを用いた筑後川下流域の塩分濃度解析を試

みている。河口域付近の塩分濃度については、河川流量と日潮位変動で支配される現象で概ね再現されるこ

とを確認しているが、上流域の塩分濃度の再現性については検討の余地が残されていた1)。本研究では、塩

分濃度モデルの精度向上を図るために既存の観測データに基づき筑後川下流域の海水遡上について基礎的知

見を得たものである。 
2．筑後川下流域の概要 
筑後川水系の概略を図―１に示す。筑

後大堰は河口から 23.0km地点、瀬ノ下
は 25.5km地点、六五郎橋は 14.7km地点、
諸富橋は河口から7.7km地点に位置して
いる。瀬ノ下地点の平均流量は 120m3/s
（1984年～1995年）である。 
3．観測結果及び考察 
図―2.aに有限容積モデル
で得られた六五郎橋地点にお

ける日平均塩分濃度の計算結

果を示す。大潮時における潮

位変動に伴う海水遡上につい

ては概ね妥当な計算結果であ

ることが分かる。一方、図―

2.bに示される例のように小
潮後の長潮時の計算結果につ

いては実測値との再現が悪い。

図―3 に 88 年、91 年の大潮
時と長潮時における塩分濃度

変化の一例を示す。これらの

図からも、大潮時付近の比較

的長いタイムスケールでの塩

分濃度上昇と長潮時の２日程

度の短いタイムスケールでの

図－1 筑後川水系概略図

図－2.a 大潮時における日平均塩分濃度の変化 

図－2.b 長潮時における日平均塩分濃度の変化          
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塩分濃度上昇が確認される。同

様のことは他の河川でも確認さ

れている2) 3) 4)。筑後川の場合、

図―4 に示されるように降雨の
多い年（瀬の下地点における年

平均流量が 162m3/sec）では、
塩分濃度が淡水レベルまで希釈

され潮位によらず塩分濃度上昇

が抑制されることもある。表―

1に、1984年から 1995年まで
の 12 年間における大潮時の塩
分濃度上昇回数、長潮時の塩分

濃度上昇回数を示す。1987年、
1991年、1993年のように瀬の
下地点の年平均流量が多い時に

は、大潮時の塩分濃度上昇抑制

回数も増えている。1994年の渇
水年では全ての大潮で塩分濃度

が上昇している。いずれにして

も長潮時の塩分濃度上昇は、大

潮時のような定期性はなく、塩

分上昇時の流量との関連性も認

められなかった。長潮時の塩分

濃度上昇のモデル化も含めて詳

細については今後の課題とした

い。 

図－3 大潮時・長潮時における毎時塩分濃度の変化 

塩分濃度 

表－1 瀬の下年平均流量と塩分濃度上昇 

年度 年平均流量(m3/s) 塩分濃度上昇回数
上段：大潮
下段：長潮

塩水遡上抑制回数

84年 86 1

85年 131 2

24

86年 128 0

87年 153 4

9
20

88年 116 1

89年 108 14

90年 105 1

91年 162 6

22
5
19
2

92年 96

93年 200

24
6
19
2

94年 53 0

95年 105 0

23
6
23
6

3
23
4
23

7
24
7
24

1

6

図－4 毎時塩分濃度の変化(1991年)   

4．まとめ 
筑後川感潮域では長潮時の塩

分濃度上昇の可能性が確認され

たが、未解明な部分もあり既存

の有限容積モデルに反映させる

など現象解明の観点から検討を

加えてみたい。 
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